
議長交際費での市政懇談会の廃止、慶弔費の見直し
退職した議員でつくる市政懇談会の公費支払いを廃止しまし
た。市政懇談会は自費運営の会となります。また、交際費からの
慶弔費も高額でしたので、世間並みの額に見直しを行いました。

市役所などの管理費で約９千万円の削減が実現

三鷹市は、他の市に比べて管理委託契約方法に改善の余地があ
るために、党議員団は、改善提案の質問を行い、予算要望書にも
入れました。０４年度から契約方法を改善して実施した結果、年間
約９，０００万円も費用が削減をされることになりました。

市の職員互助会のあり方と補助金の是正
０５．３議会の予算委員会で、職員の福利厚生を行って

いる職員互助会のあり方や会費と補助金の比率の問題

など質問をしました。民間企業や市民との関係でも、福利厚生事業内容の是正が必要であることを指摘しま

した。０５．９議会に互助会への８，５００万円の減額補正が提案され、事業内容の是正や基金の返還がされました。

市議会の請願書に印鑑が
不要になりました

０４．６月議会で市民団体からの「市議

会への請願提出の際に添付する署名簿

の印鑑省略を求める請願」日本共産党

も紹介議員となりが採択されました。

０４．９月議会で市議会規則が改正されま

した。

市役所駐車場の夜間・休日の施設利用者は無料に
市役所の隣に大きなスーパーが出来るために、買い物客が
駐車するかもしれない、また、現に利用しない人も駐車して
いるとのことで、０３．１月から市役所利用以外は有料になりま
した。公会堂や体育館などの利用者から「落ち着いて会議が
できない。利用できない」との苦情があり質問と交渉を行い
ました。０５．１月から施設利用者には夜間・休日も時間制限な
く公会堂事務所又は地下１階の受付に届出をすれば無料とな
りました。
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提
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。
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市市民民ののたためめのの行行政政・・議議会会改改革革ににととりりくくむむ
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